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1．序

デジタルデバイドの解消を目指して，情報リテラシー教育の重要性が認識されて久しい。本

学でも各学部で情報教育カリキュラムを策定し，その目的を遂行している。

特に，本郷キャンパスでは，1996年に短期大学英語英文学科のみ設置していた時代から

LANおよびコンピュータ実習室の構築を行い，所謂オフィススィートソフトウェアの習熟と

Webブラウジング・電子メール利用を基礎において，HTML言語によるホームページ作成や

授業内でのプレゼンテーション演習を行い，コミュニケーション能力の一部としてのコンピュ

ータ利用を主眼に教育してきた。

上記の教育目的を達成するためには，櫻山情報教育研究センター長の方針として，情報処理

教育システムはユーザが自由にそして柔軟に個人環境を利用できることが最も重要であると位

置づけられた。したがって，そのシステム構築の要求要件としては，すべてのクライアント端

末において，学生がログオン認証を行うとデスクトップ環境，作成ファイル，受信メールなど，

その学生特有のデータが復元されて利用可能にならなければならないということが求められる。

そのため1999年前期を目標に，それまで１つのコンピュータ実習室でインターネット接続と

メールシステム以外はスタンドアローン的使用しかしていなかった状況から，新たに2コンピ

ュータ実習室を設置し，上記の要求要件をみたすネットワークシステムを構築することを計画

した。しかし，業者に設計を依頼して1999年4月に新しく導入し運用を開始した情報処理教育

システムは，まだこれらの要求にほとんど応えられていない状態であった。

本稿では1999年4月の運用開始以来，上記の要求要件を実現するために我々が行ってきた情

報処理教育システムの構築について時系列に沿って記述し，それぞれの時期に構築した情報処

理教育システムに対して，システム構築のポイント，ハードウェア構成，ソフトウェア構成お

よび運用時の問題点と解決策について述べることとする。

2．準備

この項で，以下の報告を記述する際に必要となる基本的な概念と用語を説明しておく。

― ―169



2-1．NTドメイン

Windows NT 4.0が動作する PC端末は，それぞれ個別に以下のリソースを所有している。

1）コンピュータ名（NetBIOS名）と IPアドレス

2）ログオン可能なユーザとその認証パスワードリスト（SAM）

3）ファイルシステム

4）周辺機器（CD-ROM やプリンタ）

Window NTで構成されるネットワークでは，これらのリソースをWindows NT 4.0Server

によって集中管理し，互いの PC端末間で共有することができる。この仕組みによるWin
 

dows NT 端末の論理的な集まりをNTドメ
(１)

インという。NTドメインの認証方式は，

NTLM と呼ばれる独自のチャレンジ/レスポンスによる認証プロトコルである。同時に，下

位レベルクライアント互換性を保つため LM 認証を行い，Windows 95/98からの認証や共有

リソースの利用を許可することができる。

また，NTドメインのリソース情報を集中管理するWindows NT 4.0Serverをプライマリ

ドメインコントローラ（PDC）と呼び，PDCの持つ認証情報などの複製を保管するサーバを

バックアップドメインコントローラ（BDC）と呼ぶ。1つのNTドメインに対して PDCは1

つしか存在できないが，BDCは任意の個数構築することが可能である。

2-2．ユーザプロファイル

ユーザプロファ
(１)

イルとは，すべてのユーザ固有の設定情報やフォルダ・ファイルの集まりで

ある。Windows NT 4.0の場合，［Application Data］，［Cookies］，［Temporary Internet
 

Files］や［Favorites］といったフォルダが含まれ，ネットワーク接続やメール設定などの情

報もNtuser.datまたはNtuser.manというファイル名で保存されている。

NTドメインに属しているユーザの場合，ファイルサーバ上に保存した自分のユーザプロフ

ァイルをNTドメイン上のどの PC端末からでも利用できるが，この技術を移動ユーザプロ

ファイルと呼ぶ。

移動ユーザプロファイルを利用すると，ユーザはどの PC端末から利用しても常に前回使用

した環境を復元できるため，本学情報処理教育システム要件の実現には最適である。しかし，

運用面から見れば移動ユーザプロファイルにも欠点がないわけではない。それは，ユーザのロ

グオン・ログオフ時にファイルサーバと PC端末間でプロファイルデータがコピーされる仕組

みのため，そのデータ量が肥大するとネットワークに負荷がかかり，様々な障害を引き起こす

可能性があることである。

この移動ユーザプロファイルとは対称的に，ログオンの度に同じユーザプロファイルを使用

させる技術を固定プロファイルと呼ぶ。また，ユーザプロファイルとは別に，ネットワークド

ライブを利用してユーザにネットワーク上にあるファイルサーバのユーザ領域をホームディレ

クトリとして提供する手段もよく利用される。
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2-3．Active Directory
 

Active
(２)

DirectoryとはWindows 2000 Serverのディレクトリサービスのことで，サーバ，

ファイル，プリンタ，ユーザ，コンピュータアカウントなど共有リソースの検索や利用を容易

にする技術である。単なるディレクトリサービスでなく，DNSとの融合が行われたことでス

ケーラブルな管理が可能とされている。

2-4．ネットワーク技術用語
(３)

DNSとは，インターネットにおいてホスト名を表す文字列からそれに対応する IPアドレス

を検索するサービスのことであり，
(４)

DHCPとは，ネットワーククライアントに対して IPアド

レスやサブネットマスクなどのネットワーク情報を動的に割り当て可能にする仕組みのことで

ある。

3．1999/4-1999/9

3-1．システム構築のポイント

1999年の前期は，Windows NT 4.0SP3とWindows95（SR1以前のOEM 版）のクライア

ント混在環境での運用開始となった。図1に1999年4月時点での情報処理教育システムのネッ

トワーク構成を示しておく。このWindows混在システムの認証には，Windows NT 4.0サー

バをドメインコントローラにしてNTドメインを構成した。その上で，個人環境の提供を可

能にするため，Windows NTクライアントには移動ユーザプロファイル，Windows 95クラ

イアントにはホームディレクトリを提供するという業者の設計であった。また，ハードウェア

とソフトウェアの構成は以下の通りであった。

3-2．ハードウェア構成

① サーバ

PDC：Toshiba Magnia Light 350N
 

CPU：Pentium II 350MHz
 

Memory：128MB
 

HDD：9GB（3GB 3）

パーティション構成

システム領域（2GB 2) ユーザ領域（3GB)

(ミラーリング) (ソフトウェア RAID5)

メールサーバ領域（2GB)
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BDC：Fujitsu FMV 6200T4

CPU：Pentium Pro 200MHz
 

Memory：64MB

② クライアント

CTR1： Fujitsu Deskpower SE 133 41台

CTR2： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

CTR3： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

3-3．ソフトウェア構成

① サーバ

PDC：Windows NT 4.0Server SP3

BDC：Windows NT 4.0Server SP3

② クライアント

CTR1（Fujitsu Deskpower SE) ：Windows95

CTR2,CTR3（Toshiba EQUIUM) ：Windows NT 4.0SP3

Office97Pro
 

Internet Explorer4.0

Outlook Express4.0

Netscape4.3

3-4．運用時における問題と解決手段

運用開始と共に，以下の問題がクローズアップされてきた。

1）授業開始時の一斉ログオンで認証が不可能になってしまう。

2）ログオンタイムが長く，少なくない割合でプロファイルが破損する。

3）CTR1では，一斉ログオフすると1/4以上の端末がフリーズする。

4）Netscapeでは，過去の受信メールが復元されない。

1）～3）の問題は，コンピュータ実習室のネットワーク構成及びWindowsシステムの構成

に原因があると えられた。

ネットワーク構成の問題点は，具体的に以下の要因が挙げられる。

① CTR1の端末41台が全て1つのシェアードハブに接続していること。

② CTR2, 3内のネットワークでは100Mbpsの帯域が確保されているが，サーバの接続さ

れているハブまでは10Mbps帯域のネットワークを経由すること。
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③ DHCPを情報処理教育システム全体に流していること。

これらの要因については，ネットワークトポロジーの改善と IPアドレスの静的配布などが

有効な解決手段となり得ると思われた。折良く夏季に自習室設置の計画があったため，次節で

述べる1999/9の自習室導入の際に同時に解決することにした。

また，Windowsシステムの構成の問題点として最も大きな要因は，移動ユーザプロファイ

ルの構成方法であった。導入時のシステムでは，移動プロファイルの構成フォルダに Internet
 

Explorerのキャッシュやデスクトップフォルダが含まれており，肥大化するこれらのファイ

ル・フォルダのデータが，ログオン・ログオフ時にネットワーク負荷を増大させてしまい認証

ができなくなるなどの障害を起こしていた。

4）の問題については，当時利用を想定していたNetscapeの POP3メールクライアントの

仕様およびその導入方法に問題があった。

Netscapeのメールクライアントは，そのファイルの保存先をユーザ自身がホームディレク

トリなどに指定する必要がある。その作業には，サーバ上のユーザ領域のパスを指定する必要

があり，初心者ユーザにとっては容易ではない。したがって，通常はスクリプトを利用してそ

の作業を半自動化または自動化することで解決を図るが，この当時の導入システムにはその設

計の検討すらされていなかった。

しかしながら，ユーザのログオン時に各個人の受信メールの復元と利用が可能であるという

システム要件を実現する必要があるため，解決策として POP3メールクライアントとして

Outlook Express4を採用することにした。主な理由としては，Outlook Express 4は移動ユ

ーザプロファイル内にそのファイルの保存フォルダが定義されており，上記の要求要件を実現

できる無償ソフトウェアであったからである。

この選択は同時に，授業で扱うWebブラウザを当時人気の高かったNetscapeから Inter-

net Explorer 4.0に変更するということでもあったが，その後のWebブラウザのシェア動向

を見ればこの時の選択変更は正しかったと言える。

しかし，逆にOutlook Express4の初期設定（以下，メール設定と呼ぶ）をユーザ自身に行

わせる必要が生じてしまったことは想像以上の混乱をもたらした。実際には，授業内でメール

設定手順の指導を行ったのであるが，学生にはその作業は敷居が高く1年経っても電子メール

の利用ができないケースが少なくなかった。また，授業外にもメール設定の質問が多く，情報

教育研究センターでの対応業務に大きく依存することになった。

4．1999/9-2000/5

4-1．システム構築のポイント

以上のように，いくつかの問題を抱えながらも運用の始まった情報処理教育システムである

が，目をコンピュータ実習室に向けると，1年生の情報処理が必修科目となったこともあって，

授業時間帯はほぼすべてのコンピュータ実習室が使用されており，学生の自習，インターネッ
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トによる情報収集や電子メール利用の可能な時間帯が著しく制限されていた。そこで，自習用

途に24台の端末を設置した自習室を開設し，既存の情報処理教育システムへのアドインを行う

ことになった。

この導入の際に，情報処理教育システムのネットワークの物理的構成を改善することにした。

具体的には，ネットワーク図1からボトルネックとなり得る配線箇所を特定して追加配線工事

を行った。その際の要件は以下の通りである。

① 認証サーバ兼ファイルサーバであるプライマリドメインコントローラは，100Mbpsの

スイッチングハブに接続すること。

② 100Base-TXのネットワークインターフェースを持つクライアントを設置した教室

（CTR2，CTR3，自習室）からは，サーバが接続されたスイッチングハブまで直接

LANケーブルを引き込むこと。

③ CTR1のクライアントは8台程度を1つのハブで束ね，それぞれを10/100Mbpsのスイ

ッチングハブに接続した上で，サーバが接続されたスイッチングハブまで100Mbpsで

接続すること（10Base-T用のシェアードハブは利用しないこと)。

※ この要件をまとめるにあたっては，ふじみ野情報教育研究センターの武田善樹氏に御

協力頂いた。

以上の要件を実現したネットワークトポロジーは，ネットワーク図2に示されている。

また，DHCPサービスを停止して，各クライアントに固定 IPアドレスを振ることにより，

ブロードキャストによるネットワーク上のトラフィックを減少させた。

さらに，Windowsシステムの構成の修正としては，ログオン時に Internet Explorerのキ

ャッシュ保存量を下げるためのポリシーテンプレ
(５)

ートを流用して対応した。この時期のハード

ウェアとソフトウェアの構成は以下の通りである。

4-2．ハードウェア構成

① サーバ

PDC：Toshiba Magnia Light 350N
 

CPU：Pentium II 350MHz
 

Memory：128MB
 

HDD：9GB（3GB 3）

BDC：Fujitsu FMV 6200T4

CPU：Pentium Pro 200MHz
 

Memory：64MB

② クライアント

CTR1： Fujitsu Deskpower SE 133 41台

CTR2： Toshiba EQUIUM 350D3 22台
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Toshiba EQUIUM 450M2 1台

CTR3： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

自習室：Toshiba EQUIUM 450D3 24台

4-3．ソフトウェア構成

① サーバ

PDC：Windows NT 4.0Server SP3

BDC：Windows NT 4.0Server SP3

② クライアント

CTR1（Fujitsu Deskpower SE) ：Windows95

CTR2,CTR3（Toshiba Equium) ：Windows NT 4.0SP3

Office97Pro
 

Internet Explorer4.0SP1

Outlook Express4.0

Netscape4.3

4-4．運用時における問題点と解決手段

4-1.で述べた措置は，ネットワーク負荷の軽減という目的には一定の効果があった。しかし，

Windows NT 4.0とWindows95という，認証やファイルシステムの仕様の異なるOSを同一

システムで扱うという非常に難しい問題は残った。

一例を挙げると，NTFSの圧縮をかけたドメインコントローラ上のユーザ領域に，Win-

dows 95からのログオフ時に書込みエラーが起きて正常にログオフできないといった障害など

も生じていた。

5．2000/5-2001/5

5-1．システム構築のポイント

上述のように，異なるOSの混在環境を維持していくことは運用上難しいため，コンピュー

タ実習室及び自習室のクライアント端末はすべてWindows NT 4.0Workstationに統一する

ことにした。

また，システムの安定性やユーザの利便性を向上させるためシステム設計を全面的に見直し

た。その具体的な構築ポイントは，以下の2点である。

① ユーザ個人のホームディレクトリを作成し，移動ユーザプロファイル内のフォルダを移

設する。

② ユーザ個人のOutlook Expressの設定などは，システム側で自動的に設定する手段を
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開発する。

まず，①のポイントについて述べる。移動ユーザプロファイル内に定義されたフォルダ内の

データは，ログオン・ログオフ時にサーバと端末間で受渡しが行われるため，データ量が肥大

するとネットワークに負荷をかけて認証を遅らせることになる。また，端末の電源が落ちるな

どしてユーザが何らかの理由で正常にログオフできなかった場合，サーバ側にそれまでのデー

タ変更が反映されないといった問題もある。これに対し，データの保存先をホームディレクト

リにしてネットワーク越しにマウントした場合，これらの2つの問題点は解決する。

次に，②のポイントついて述べる。まだ情報リテラシーの基礎のない新入生がユーザとして

初めてログオンした直後，インターネット接続設定やメール設定を行うことは極めて難しい。

しかしながら，Webや電子メールを駆使した就職活動は入学直後より必要であり，これらの

設定が出来るようになるまで待つ時間的余裕がない状況である。したがって，こういった設定

作業はシステム側で自動化し，学生にはWebブラウザやメールクライアントの使い方のみを

教えることができれば実際的な効果が高いといえる。②はこのための方策であり，具体的には

初回ログオン時に以下の項目について，ログオンスクリプトや Perlスクリプトを利用してユ

ーザ固有の設定を行う。

ⅰ）プロファイルフォルダ及びホームディレクトリのアクセス権の編集

ⅱ）インターネット接続ウィザードの設定

ⅲ）Outlook Expressの POPメール用アカウントの設定

ⅳ）ホームディレクトリへのショートカットの作成

特に，ⅱ）とⅲ）の項目については，直接レジストリ（特に，HKEY CURRENT USER

に含まれるキー）に設定値を書き込む必要がある。この時期，ハードウェア構成に変化はない

が，ソフトウェア構成は以下のようにOS統一に伴う変更を実施した。

5-2．ハードウェア構成

4-2.と同様。

5-3．ソフトウェア構成

① サーバ

PDC：Windows NT 4.0Server SP5

BDC：Windows NT 4.0Server SP5

② クライアント

CTR1（Fujitsu Deskpower SE） ：Windows NT 4.0SP5

CTR2,CTR3（Toshiba Equium） ：Windows NT 4.0SP5

Office97Pro
 

Internet Explorer4.0SP2
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Outlook Express4.0

5-4．運用時における問題点と解決手段

Windows NT 4.0にシステムを統一し，ユーザ環境の初期設定をスクリプトで自動化する狙

いでシステムの再構築を行ったのであるが，実際には既存ユーザのデータ移行という問題も非

常に大きかった。

本学で導入されたWindows 95とWindows NT 4.0の混在環境では，以下の3種類のユー

ザが存在し，それぞれ作成されたデータが異なっていた。

① Windows95のみを利用したユーザ

② Windows NT 4.0のみを利用したユーザ

③ 双方とも利用したユーザ

したがって，①と③のようにWindows 95を利用した際に作成されたデータの移行も必要と

なり，その処理を初期設定スクリプトに含めて行うことにした。結果的に，2種類の初期設定

用スクリプトを作成することになり，ユーザが適切な方を選んで手動で起動する必要が生じた。

この操作を授業で説明して徹底することは難しく，後期まで情報教育研究センターでの対応が

必要になった。

また，サーバの物理的構成が，プロファイルとホームディレクトリなどユーザ領域が4GB

という小さな容量で構成されており，領域全体に圧縮を掛けても実際の運用に耐え得る状態で

はなくなってしまった。

その一方で，インターネット接続とメール設定等は自動的に設定されることになり，ユーザ

（特に，新入生）と授業の負担は減少したことは評価できる。

6．2001/5-2002/3

6-1．システム構築のポイント

ユーザ数や画像ファイルの保存といった点から見て，少なすぎたユーザ領域を確保するため

ファイルサーバの構築・導入を行った。

一般に，サーバ用途のOSとしてはWindowsよりもUNIXの方が安定性・堅牢性に優れて

いると言われる。そこで，ファイルサーバとしては，商用UNIXである Solarisを採用し，

そのWindowsファイルシステムのエミュレート環境である PCNetLinkを利用して構築する

ことにした。

また，Internet ExplorerやOutlook Expressの更新は行わず，前年度の初期設定スクリプ

トを引き続き利用することにした。

ハードウェア及びソフトウェアの構成は，この時期以下のように変化した。
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6-2．ハードウェア構成

① サーバ

PDC：Toshiba Magnia Light 350N
 

CPU：Pentium II 350MHz
 

Memory：256MB
 

HDD：9GB
 

BDC：SUN Ultra 5

CPU：400MHz
 

Memory：512MB
 

HDD：8GB＋18 3GB

② クライアント

CTR1： Fujitsu Deskpower SE 133 41台

CTR2： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

CTR3： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

自習室：Toshiba EQUIUM 450D3 24台

6-3．ソフトウェア構成

① サーバ

PDC：Windows NT 4.0Server SP5

BDC：Solaris7＋SUN PCNetLink

② クライアント

CTR1（Fujitsu Deskpower SE) ：Windows NT 4.0SP6a
 

CTR2,CTR3（Toshiba EQUIUM) ：Windows NT 4.0SP6a
 

Office97Pro
 

Internet Explorer4.0SP2

Outlook Express4.0

6-4．運用時における問題点と解決手段

ファイルサーバとして SUN PCNetLinkを利用したのであるが，エミュレータのためか自

動生成されるべきフォルダが生成されないというトラブルが起きた。例えば，新規ユーザが初

めてOutlook Expressを起動した場合，通常Outlook Expressの保存先フォルダがファイル

サーバ上の個人領域に自動作成される。しかし，実際には今回構築したファイルサーバ上に対

象のフォルダが作成されず利用できなかった。結局，Windows NT 4.0で構築したドメインコ

― ―180



ントローラ上のプロファイル領域を利用することで運用を開始することにした。この点では，

ドメインコントローラ上のプロファイル領域をファイルサーバに移設して充分な容量を確保す

るという目的は達成できなかった。

しかし，Officeアプリケーションの保存先をファイルサーバ上のホームディレクトリ領域

に移したため，授業内での課題作成時に容量が不足することはなくなった。さらに，移動ユー

ザプロファイルの構成も修正し，Internet Explorerのキャッシュなど不要なデータを構成要

素から外した。これによって，ログオン・ログオフ時のネットワーク負荷は更に軽減され，こ

の時期のシステムではプロファイルの破損はほとんど見られなかった。

一方で，OSや Internet Explorer及びOutlook Expressのバージョンが古くなってきたこ

とが大きな問題になってきた。社会での浸透状況やセキュリティ面での対応を えると，OS

はWindows 2000で Internet Explorer 5以上の提供が望ましいが，以下の2点が障壁となっ

た。

① CTR1の端末が老朽化しWindows 2000とOffice 2000を同時に利用できる処理能力が

ない。

② Internet Explorer 5以上に対応した初期設定スクリプトの開発が難しい。2002年度に

は，CTR1の端末の償却期間が終了するため，次節で述べるように問題点の①の解決を

図るためにリプレイスを行うことになった。

7．2002/4-2003/3

7-1．システム構築のポイント

Windows NT 4.0からすべてWindows 2000で構成したシステムへ移行し，Active Direc-

toryとグループポリシーを利用して安定性とセキュリティ面の向上を図る。同時に，Internet
 

Explorer 5以上の環境における初期設定スクリプトの開発を行い，ユーザの利便性と教育効

果を高めることも狙う。

2002年4月に行ったこのような CTR1のハードウェアリプレイスとソフトウェア構成の変更

は，以下のようにサーバ構成の更新も必要となる大規模なものであった。この時点での情報処

理教育システムのネットワーク構成を図3に示しておく。

7-2．ハードウェア構成

① サーバ

DC：Fujitsu Premagy
 

CPU：Pentium II 350MHz
 

Memory：256MB
 

HDD：9GB

② クライアント
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CTR1： Fujitsu FMV-7000FL 41台

CTR2： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

CTR3： Toshiba EQUIUM 350D3 22台

Toshiba EQUIUM 450M2 1台

自習室：Toshiba EQUIUM 450D3 24台

7-3．ソフトウェア構成

① サーバ

DC：Windows2000Server SP3

② クライアント

CTR1（Fujitsu FMV-7000FL） ：Windows2000SP3

CTR2,3,自習室（Toshiba EQUIUM） ：Windows2000SP3

Office2000Pro
 

Internet Explorer6.0SP1

Outlook Express6

7-4．運用時における問題点と解決手段

今回のシステム構築では，既存のWindows NT 4.0によるNTドメインからWindows

2000によるActive Directoryへの移行は難航を極めた。特に，プロファイルやホームディレ

クトリなどユーザ領域の構成およびアクセス方法に難解な部分があり，構築の失敗が原因で誤

ってユーザデータの一部を消失するという事態を招いた。

また，新しい初期設定スクリプトの開発も不完全であった。メール設定などは，ユーザ全員

のテンプレートを作成して手動で配布という原始的な手段で運用開始に漕ぎつけた。

更に，大きな問題点としてActive Directoryの構築が失敗しており，グループポリシーな

どシステム運用上重要な機能が利用できない状態であった。

一方，Windows 2000の安定性は非常に良く，端末が落ちてしまうような現象はほとんど見

られなかった。また，Internet Explorerのバージョンを更新したことで JavaScript等への対

応も改善され，閲覧できないWebサイトがほとんどなくなったことは良い効果の1つであっ

た。

8．2003/4-

8-1．システム構築のポイント

ユーザの利便性を高める意味で，初期設定スクリプトは重要な位置を占める。今回のシステ

ム更新では，初期設定スクリプトの調整を中心に行った。特に，Internet Explorer 6および
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Outlook Express6を採用して，本学で 察したセキュリティ設定をユーザに提供している。

8-2．ハードウェア構成

7-2と同様。

8-3．ソフトウェア構成

7-3と同様。

8-4．運用時における問題点と解決手段

初期設定スクリプトは，富士通の安納氏との共同開発を行い，非常に高い成果を得ることが

できた。特に，インターネット接続やメール設定などの初期設定だけでなく，Internet
 

ExplorerとOutlook Expressのセキュリティを高める設定も同時に行ったため，ユーザが安

心してWebブラウジングや電子メール利用できる安全性の高いシステムを提供できていると

えられる。このセキュリティ設定の詳細をAppendixに与えておいた。興味のある方は参照

されたい。現在のように，Webブラウザへの依存度が高いネットワーク利用においては，非

常に大きなアドバンテージを提供できていると えている。

一方で，Active Directoryの構築の失敗によるグループポリシーの利用不可という問題は

未解決であり，次回のシステム更新での対応を検討している。このグループポリシー機能を用

いることで，Hotfixの配布の自動化など更にセキュリティ面での向上を図っていく予定であ

る。

9．終

以上のように，我々は設定した情報処理教育の目標を実現するために情報処理教育ネットワ

ークシステムを導入し，悪戦苦闘しながらも Do And Check方式による改善を加え，まだい

くつかの問題点を抱えているとはいえ実際に機能して教育に貢献しているシステムの構築に成

功したのである。また，並行して教材配布システム，教科書システム，レポート・課題提出シ

ステムのオンライン化，すなわち情報処理授業そのもののオンライン化にも成功した。このよ

うな教育用ネットワークシステムは，授業の情報化を遂行するのに欠かせない前提となるもの

である。その意義に関しては，すでに昨年，詳細な報告を発表しているので参照していただき
(６)

たい。

業者任せのアウトソーシングではなく，この論文で述べたような自主的かつ独自の開発を進

めたことは，情報処理教育研究センターにとっても苦労だけではなく以下のような実りももた

らした。

① センターの技術的水準を押し上げ，業者の選定，業者に対する指示を的確に行えるよう

になり，その結果，より適切なシステムの導入が可能になった。
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② 特に，カリキュラムや授業内容の変更などに，センター員が教員と緊密な連絡をとりな

がら対応できる技術力が蓄積されてきたので，業者任せのためすぐに使い物にならない

多くのシステムとは異なり，行き届いた自主的な管理運営のもとで本システムを進化さ

せ続けることが可能になった。

③ このことは，他の教科の情報化に対応できる潜在力もともなったことを示しており，

我々は中でも外国語学部・短大英語英文学科の主要教科である語学教育に貢献できる日

も近いと えている。現在，ストリーミング技術を活用した3ラウンドシステムのネッ

トワーク化に関する予備研究がすでに始まって
(７)

おり，生涯学習センターの技術支援も進

行中である。

我々の研究と情報教育研究センターの技術力向上が，本学部・学科の授業の情報化に寄与で

きることを願ってやまない。
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